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あらまし：近年，学習者の主体性を尊重した学びを促進するため, 構成主義や社会構成主義, 状況論など

の学習理論に基づき，高次の認知活動であるメタ認知の支援が求められている．メタ認知は他者との相互

作用によって形成されることが示唆されているが，ICT を利用する場合，どのようにすればメタ認知が

形成されるかについては，必ずしも明らかになっていない．そこで，本研究ではオンラインディスカッシ

ョンシステム活用時の相互作用を認知的存在感やソーシャルプレゼンスという観点で考察し，メタ認知形

成を促進する要因を明らかにする． 
キーワード：CSCL，認知的存在感，ソーシャルプレゼンス，メタ認知， 

 
1. はじめに 
近年，欧米を中心とした企業においてソーシャル

メディアやソーシャルラーニングの利活用が唱えら

れ，国内においても導入への動きは急速に拡大して

いる．この背景にあるのは，従業員の公式な「研修」

という場での「学び」と，仕事をしながらの「学び」

では，後者の方が業務につながる「学び」が圧倒的

に多く，それをサポートすることが個人のパフォー

マンスを上げ，ひいては企業業績の向上につながる

という考えによるものである(1)． 
ソーシャルラーニングは構成主義や社会構成主義, 

状況論などの学習理論に基づくもので高次の認知活

動であるメタ認知の支援が求められている．メタ認

知は他者との相互作用によって形成されることが示

唆されているが，ICT を利用する場合，どのように

すればメタ認知形成支援が促進されるかについては，

必ずしも明らかになっていない．そこで本研究では，

社会人向け学習プログラム内の学習支援システム

GMSS（GMSS：Group Memory Support System)の実

践データを利用し，ICT 環境での相互作用をメタ認

知の支援という観点から考察する． 
 

2. 研究の目的 
東京工業大学大学院イノベーションマネジメント

研究科では，MOT（Management of Technology）の学

びを通じた社会人のキャリア形成を支援するキャリ

アアップ MOT「エッセンシャル MOT コース（以下，

コース）」を提供している. コースは複数の科目で構

成され，1 科目あたり 3 回（6 時間）程度の対面授業

とグループワークが行われる．受講者は多様な企業

から参加し，限られた時間でグループワークを行う

には制約がある．そのためグループ課題は Web 上で

ディスカッションや意見交換ができるGMSSを用い

る．GMSS は発言時に発言のタイプを 9 種類のタグ

から指定させ，各発言の関係はパスとして可視化さ

れる等，グループメンバの相互作用を促進する機能

を持つ(2)．新目らの研究から，これらの機能がメタ

認知の形成に有効である可能性が示唆された(3) ．し

かしながら，どのような機能がメタ認知の形成に有

効であるかは検証できていない．そこで本研究では，

GMSS を実践的に利用した受講者の意識調査を分析

し，メタ認知形成を促進する要因を明らかにする． 
 

3. 先行研究の知見 
メタ認知とは，個別の認知，態度，行動を制御する，

より高次の認知能力である．人間の認知活動をコン

トロールする司令塔的な役割を担い，学習活動に強

い影響を与えるといわれている．Akyol・Garrison(4)

は，オンラインでの学習の原動力となる他者との相

互作用を学習者の認知的存在感（Cognitive presence）
とソーシャルプレゼンス（Social presence）という観

点から考察している．ここでいう認知的存在感とは，

参加者が学習コミュニティにおける対話と思考を利

用して意味を確定し，構成できるようになる程度で

あり，ソーシャルプレゼンスは，社交的に、情緒的

に、全人格的にコミュニケーションメディアを通し

て参加する能力である．Rovai(5)は，ソーシャルプレ

ゼンスがコミュニティの連帯感と相関があることを

示唆している．そこで本研究では GMSS 利用した相互

作用とソーシャルプレゼンスとの相関をアンケート

調査によって明らかにすることを目的とする． 
 

4. 研究方法 
Akyol・Garrison，Rovai ほかの先行研究から，ソ

ーシャルプレゼンスはコミュニティの連帯感と相関

があることが示唆された．そこで本研究では GMSS
を利用した学習者の学習コミュニティに関する認識

と GMSS 機能に関する認識を調査し，GMSS 機能が
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ソーシャルプレゼンスに与える影響を明らかにする．

なお，本研究では GMSS の利用において，通信回線

で接続された状態をオンラインとして位置づけた． 
調査対象者は 2011 年度実施コース（1 年及び半年）

を受講した 30 名である．受講者は，受講期間中に科

目ごとにグループ(4 名前後）が形成され,GMSS を

利用した協調学習に取り組んでいる．学習コミュニ

ティに関する調査は Rovai の Classroom Community 
Scale をもとに作成した（表 1）．更にこの調査に肯

定的な回答をした群と否定的な回答をした群が

GMSS のどの機能を有効と認識したかを，機能の組

み合わせ（表 2）に対する効用として比較した．  
 
表１ GMSS 利用時の認識に関するアンケート 

1 
GMSS を頻繁に利用したグループでは，メンバ
が互いの発言を尊重していると感じたと思い
ますか． 

2 GMSS を頻繁に利用したグループでは，メンバ
とのつながりを感じたと思いますか． 

3 GMSS を頻繁に利用したグループでは，グルー
プとしての心意気を感じたと思いますか． 

4 GMSS を頻繁に利用したグループでは，メンバ
に対して親しみを感じたと思いますか． 

5 GMSS を利用しないグループでは，孤独感を感
じたと思いますか． 

6 GMSS を頻繁に利用したグループでは，メンバ
を信頼できたと思いますか． 

7 GMSS を頻繁に利用したグループでは，メンバ
に対する頼りがいを感じたと思いますか． 

8 GMSS を頻繁に利用したグループでは，自分が
頼りにされていると感じたと思いますか． 

9 
GMSS を頻繁に利用したグループでは，発言の
解釈に関する不確実性が下げられたと感じた
と思いますか． 

10 
GMSS を頻繁に利用したグループでは，他のメ
ンバが自分をサポートしてくれるという確信
がもてたと思いますか． 

 
表２ 機能の組み合わせ 

 組 合
せ１ 

組 合
せ 2 

組 合
せ 3 

組 合
せ 4 

機能 1 メッセージタイプ
が選べる 

○ ○ ○ × 

機能 2 複数の意見を融合
した意見ができる 

○ ○ × ○ 

機能 3 発言間の関係がパ
スとして表示される 

○ × ○ ○ 

 
5. アンケート結果 

GMSS 利用時の認識は，以下 5 段階「5：そう思う」

「4：どちらかといえばそう思う」「3：どちらでもな

い」「2：どちらかといえばそう思わない」「1：そう

思わない」で評価した．評価結果を肯定的な回答数

と否定的な回答数で比較した結果が表 3 である．設

問 6，8,  9, 10 については，否定的な意見が多数で

あったが，設問 1，2，7 については肯定的な意見が

存在した．この結果は GMSS の使用が，学習コミュ

ニティを形成する上でソーシャルプレゼンスの醸成

にプラスに寄与した可能性が示唆するものと考えら

れる．次にGMSSの使用に肯定的な回答をした群と，

否定的な回答をした群の機能の効用を比較した結果

が表 4 である．組み合わせの評価は，以下 5 段階「5：
この条件で利用したい」「4：この条件でも構わない」

「3：どちらともいえない」「2：できればこの条件は

さけたい」「1：この条件では利用したくない」で行

った．設問 1と 2 と設問 7では機能による効用の傾

向が異なり，メンバとのつながり感が機能 3 と相関

が高いのに対し，設問 7 の効用は機能 2 との相関が

高い結果となった．これは，GMSS の機能が異なる

観点からの相互作用を促進する効果があることを示

唆する結果と考えられる． 
 

表３ 認識に関するアンケート結果 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
肯 13 11 15 15 15 17 11 24 24 24
否 10 11 7 7 8 6 9 1 2 1 

N=30 上段：否定的な回答数 下段：肯定的な回答数 
 

表４ 機能の組み合わせによる効用の分析結果 

 組合せ 1 組合せ 2 組合せ 3 組合せ 4
設問 1 肯定群 5.0 2.0 2.8 2.9 
設問 2 肯定群 5.0 2.0 2.9 3.0 
設問 7 肯定群 4.8 2.8 2.6 2.7 

N=30 n=1 人辺りの平均（中間回答者は省く） 
 

6. 結果の考察と今後の課題 
本報告では，ソーシャルプレゼンスの支援と

GMSS 機能による効用をアンケート調査し，GMSS
機能がソーシャルプレゼンスに与える影響を考察し

た．考察の結果，GMSS の機能は，学習コミュニテ

ィ内のソーシャルプレゼンス醸成に異なる効果をも

たらしている可能性が示唆された．本研究では

GMSS をグループワークの一環として活用した受講

者に対するアンケート調査を分析している．今後は，

GMSS の機能と学習支援についてより詳細な研究を

進める予定である． 
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